
この面は抜き取ってご覧になれます❹
　施政方針で取り上げた事業の予算と今年度の取り組みを抜粋して紹介します。＊予算額は各事業全体の金額です

　市内11番目の大型館の設置に向け、測量・設計委託を行います。
大綱1関連事業　 川柳地区センター・公民館整備事業　3,570万円

大綱2関連事業　 がん検診等事業　4億7,679万円
　がん患者の負担軽減のため、ウィッグ・補整具等の購入に係る費用の助成を行います。
また、AYA世代のがん患者の在宅療養に必要な生活支援費用の助成を行います。

　市内全域に街頭防犯カメラを300台設置します。また、個人または自治会が設置する防犯カメラの設置
費用の一部について、補助金を交付します。

大綱4関連事業　 防犯対策事業　2億6,476万円

　令和7年度・8年度の2カ年で地域防災計画の全面改定を行います。また、LINEを活用した防災情報提供
ツールへの移行に向けた見直しを行います。

大綱4関連事業　 災害予防対策事業　1億461万円

　令和8年度中の供用開始に向けて、(仮称)桜井分署の建設工事などを行います。
大綱4関連事業　 消防署所整備事業　6億8,762万円

　近隣市町による消防指令業務の共同運用に向けて、消防指令システムの整備を行います。
大綱4関連事業　 消防指令業務共同運用事業　34億2,140万円

大綱2関連事業　 子育て充実事業　8億3,067万円
　就労要件を問わず、時間単位等で利用可能な｢こども誰でも通園制度｣を実施する保育事業者に補助金を
交付します。

大綱2関連事業　 子育て支援事業　5,936万円
　子どもの居場所づくり推進のための補助金を子ども食堂のほかにフードパントリーや学習支援室に拡大
し支給します。また、家事や子育てに不安や負担を抱える世帯を訪問し、必要な支援を行います。

大綱5関連事業　 創業者育成支援事業　1,600万円
　大相模調節池の水辺で、創業希望者を対象とした試験的な出店ができる仕組みを展開します。

大綱3関連事業　 公共交通事業　3億464万円
　高齢者を対象としたキャッシュレス決済による運賃補助事業を実施し、福祉的支援に取り組むとともに、
デジタル技術を活用して公共交通の利便性向上を図ります。

　市内3カ所目となる病児保育室開設に向けて、改修費等の経費に対する補助金を交付します。
大綱2関連事業　 病児保育事業　3,940万円

　老朽化した学校給食センターの再整備を行うため、基本構想を策定します。
大綱6関連事業　 給食センター施設改修費　1億1,890万円

　小中学校の特別教室等への空調設置に向け、PFI導入可能性調査を実施します。
大綱6関連事業　 特別教室等空調設備設置事業　5,800万円

　新生児を養育する家庭に対し、オリジナルでオーダーできる要素を盛り込んだ絵本を贈呈します。
大綱2関連事業　 母子健康づくり事業　2,416万円

　児童館などを活用し夏休み期間中における子どもたちの居場所対策として、預かり保育を実施します。
大綱2関連事業　 夏休みこども居場所づくり事業　244万円

大綱2関連事業　 予防接種事業　13億4,160万円
　65歳および65歳を超える5歳年齢ごとの方を対象に、新たに高齢者帯状疱疹ワクチンの定期接種を開始
します。
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